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学会レヴュー】
日本レジャー・レクリエーション学会第 39回大会
(江戸川大学, 2009年 11月 27～29日)
土 屋 薫
師走を目前に控えた 11 月 27 日 (金)・28 日
(土)・29日 (日), 本学において今年度の学会大
会 (第 39回) が開かれた｡ この学会は, レジャー・
レクリエーションに関する科学的研究と発展をは




を大会テーマとし, 第 1日目と第 2日目が一般に
公開された｡
第 1日目 (27日・金) の地域研究は, ｢旧葛飾
郡エリアのレジャー・レクリエーション資源探訪｣
と銘打ち, 都立水元公園 (旧南葛飾郡：現東京都





読まれているが, 江戸川大学のある ｢東葛｣ 地域
も川によってこれらの流域と結びついていること
をあらためて意識させられた｡








の庄司邦昭氏 (東京海洋大学) は ｢船を通した川
とのつきあいかた｣ というテーマで話題を提供さ
れ, さらにゲストスピーカーお二人が登壇された｡














ま理事長) は ｢おおたかの森｣, 新保國弘氏 (東










後藤新弥氏 (江戸川大学), 樋口正一郎氏, セッ
ション Bのコーディネーター惠小百合氏 (江戸
川大学・江戸川大学総合福祉専門学校), 小高静
子氏 (流山ガーデニングクラブ ｢花恋人 かれ





これは, 地元発信による ｢着地型観光｣ という
概念とそれに触発された ｢リピーター｣ (つまり
観客としての ｢第三者｣) の存在が, これからの
地域づくりの鍵になる, という ｢落としどころ｣
を踏まえた構成だと思われる｡ ただし, 流山ガー
デニングクラブ ｢花恋人 かれんと ｣ 主催
による春のイベントである ｢オープンガーデン｣
(自宅庭園の無償公開) に, 平日 3日間で 6,000
人以上もの来場者があった, といった情報の周知
が必ずしも十分でなく, 多少消化不良の感もあっ






が, ｢緑地・公園整備｣ から ｢テーマパークのイ
ベント戦略｣ ｢健康福祉｣ ｢セラピューティックレ
クリエーション｣ ｢レジャーアセスメント｣ といっ
た多様な領域からの口頭発表・ポスター発表が行
われた｡
最後に, 第 2日目の夜に本学サテライトセンター
で行われた懇親会において, 多数の参加者から
｢流山の価値と魅力を再認識した｣ という声をい
ただいたことを報告しておきたい｡
また大会実行委員として, 大学からの人的・物
的各方面での支援があってはじめて本大会が無事
開催に漕ぎ着けたことを付け加えるとともに, あ
らためて関係各位にお礼を申し上げて筆を置きた
い｡
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